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I j 的.盟 (1'('[の桃ift と機能に|到する J，~本的な情報はそのアミノ階配列順序( 次構造)に

j立川されるので、殺予:Siのlti'Ji:必読1'1'['(l1lIにみられる抗原村I間性または異明性はそのまま各蛋

i' I'f'( 11¥1の A次情jilのそれを11'(肢またはmJ肢に反映している. 一次構造の1・1特IAはまた対!ふす

るlJNAの取基配列に包台されるので，判定の穀物蛋白聞についての抗Jj;(情報はそれ!'I休及

び問辿蛋 1~I'l~t 1111 の i宣伝子情造の解I~Jや問連性を生11 るための確実な手掛かりとして H川であ
るー実験ではアワ (Scturiaitalica !lcuuv.; f<ixtai1)グルテリンの主主i!なボリペプチド

サブユ二ッ卜、 liOkDa，をw製し，そのうさぎ抗体をJfjいるイムノロットにより1:;;己主m穀
士jHI\J および WJiÆ穀ftill lJ の免疫化~J:的性状と村jji'iJ性を比較検討した.
!jiL:脱脂アワ粉末から調製した1M食取水一70出エタノール不辞苑j伐を 511以来に溶解し

その.ihlr:JL _Ij ，']ーをSD日I'A(;Eで展開してfiO.kDaを儲認後 DEAESephadcx CLIiB Tr i s IIC 1， p1l8. 6 

および SCllhacrylS 200で分離精製した. ー次←jJ:;電気泳動では-次元にアンホライン :L5 

10をHIい次jじはSDSPA!;Eで泳!助した.

結果j)グル子リン(j0kDaは5MJiR，;;.?-Tris IIC1， p1l8. 6で選択的におflH¥される;2) W製

fiOkDaは2次}(.j屯気泳動で pll9-9.5付近に等電点をもっ単宇成分である; 3) L記雑穀類

の3椅がfii]'ftな(jOkDaサフ明ユットを共有する;1) 60kDa抗体がコーンの貯蔵張(1質構成ポ

リペプチドを認識する， しかし他の穀類蛋白質とは反応しない;なとを明らかにした. fiO 

kDaのN末アミノ勲配タIJmn-;は現紅分析'11である.その他アワの70出エタノールiifi.容ブhロ

サiン(2125 kDu総合体)とグルテリン成分の異同についても言及する.


